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自
治
講
習
所
自
治
寮
日
誌
―
―
昭
和
六
年
度 

 

〔
表
紙
〕
昭
和
六
年
十
一
月 

炊
事
日
記 

山
形
県
自
治
講
習
所 

〔
昭
和
６
年
４
月
に
使
用
し
た
物
と
同
じ
赤
色
の
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
た
用
紙
で
あ
る
。
月
日
と
曜

日
、
朝
昼
晩
の
人
数
、
所
感
、
来
客
、
当
番
者
氏
名
の
各
欄
の
み
を
写
す
。
検
印
は
す
べ
て
「
茂
木
」
〕 

 1
1

月1
8

日 

水
曜 

朝1
7

人
、
昼1

7

人
、
晩1

7

人 

所
感 

な
し 

来
客 

な
し 

当
番 

佐
藤
賢
三
、
斉
藤
寿
一 

 1
1

月1
9

日 

木
曜 

朝1
5

人
、
昼1

4

人
、
晩1

4

人 

所
感 

な
し 

来
客 

な
し 

当
番 

斉
藤
寿
一
、
朝
倉
忠
右
エ
門 

 1
1

月2
0

日 

金
曜 

朝1
4

人
、
昼1

4

人
、
晩1

3

人 

所
感 

な
し 

来
客 

武
田
正
君
、
布
施
椎
三
郎
君
帰
宅 

当
番 

朝
倉
忠
右
エ
門
、
渡
辺
力 

 1
1

月2
1

日 

土
曜 

朝1
3

人
、
昼1

3

人
、
晩1

6

人 

所
感 

約
半
ヶ
年
の
意
義
の
有
る
農
場
生
活
を
後
に
し
、
賑
か
な
山
形
の
空
気
を
吸
ひ
初
め
、
去
る
拾
七
日

に
旅
行
隊
を
歓
送
し
、
此
処
に
残
り
し
僅
か
拾
余
名
の
生
徒
、
寮
生
活
に
て
先
づ
第
一
回
の
炊
事
当

番
も
第
二
日
目
に
て
終
ら
ん
と
す
。
小
人
数
と
は
云
ひ
乍
ら
、
仕
事
の
仕
様
は
多
人
数
と
は
何
等
変

り
無
き
、
心
の
ゆ
る
す
間
さ
ら
に
な
し
、
ど
う
し
て
も
小
人
数
の
為
め
か
、
頭
が
安
閑
と
し
て
居
る

の
か
、
飯
を
焚
か
ん
と
す
れ
ば
米
な
し
、
「
て
ん
て
こ
ま
ひ
だ
」
。
米
屋
に
電
話
を
か
け
て
も
つ
い
に

来
ら
ず
、
僕
が
大
き
な
麬
袋
を
担
い
で
自
転
車
に
て
大
駈
足
、
袋
に
つ
り
合
ひ
無
く
、
小
な
る
か
な

一
升
の
米
、
僕
と
番
頭
と
の
間
に
大
な
る
笑
声
、
何
処
彼
処
と
笑
声
が
絶
え
間
無
し
。
斯
様
な
炊
事
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も
チ
ヨ
ツ
ト
面
白
み
有
り
。 

来
客 
国
民
高
等
学
校
河
原
先
生
外
生
徒
二
名 

当
番 

渡
辺
力
、
菅
運
五
郎 

 1
1

月2
2

日 

日
曜 
朝1

6

人
、
昼1

7

人
、
晩1

7

人 

所
感 

日
曜
日
に
も
拘
ら
ず
国
民
高
等
学
校
の
甘
藷
の
件
で
自
治
寮
の
旅
行
残
留
隊
は
に
は
か
に
ひ
し
め
き

立
つ
。
炊
事
当
然
と
、
食
ふ
為
め
に
す
る
一
つ
の
業
務
だ
と
思
へ
ば
愉
快
で
あ
る
。
ど
こ
ろ
が
〔
と

こ
ろ
が
〕
炊
事
当
番
は
試
食
会
す
る
の
、
長
閑
で
好
い
の
と
、
俺
達
は
労
働
し
て
来
た
の
だ
ぞ
、
早

く
出
せ
等
々
の
様
に
暴
言
を
吐
く
や
つ
が
居
る
と
し
た
ら
僕
は
断
然
と
反
省
を
う
な
が
す
次
第
也
。

こ
の
紙
面
を
貸
り
て
一
事
を
記
す
。
で
も
そ
の
炊
事
な
る
も
の
を
存
分
に
行
つ
た
後
に
、
綺
麗
に
整

頓
し
た
る
後
に
、
熱
し
た
る
身
に
ざ
あ
ー
と
冷
水
に
し
て
清
め
、
刻
々
と
し
て
来
る
時
を
惜
し
い
様

に
机
に
向
ふ
時
程
決
心
と
し
て
も
熱
と
し
て
も
最
高
潮
の
景
を
画
く
の
で
あ
る
。
（
以
上
ア
ベ
記
） 

来
客 

河
原
師
之
兄
人
田
中
某 

当
番 

斉
藤
登
、
菅
運
五
郎
、
（
手
伝 

阿
部
） 

 2
2

〔1
1

〕
月2

3

日 

月
曜
日 

朝1
5

人
、
昼1

5

人
、
晩1

5

人 

所
感 

な
し 

当
番 

斉
藤
登
、
朝
倉
氏 

 

拾
壱
月
弐4

日 

火
曜 

朝1
1

人
、
昼1

2

人
、
晩1

2

人 

所
感 

な
し
、
長
谷
川
君
帰
宅
、
前
田
君
来
。 

当
番 

斉
藤
寿
一
、
朝
倉
忠
一 

 1
1

月2
5

日 

水
曜 

朝1
2

人
、
昼1

3

人
、
晩1

4

人 

所
感 

な
し
、
布
施
君
来
寮 

当
番 

斉
藤
寿
一
、
渡
辺
力 

 1
1

月2
6

日 

木
曜 

朝1
4

人
、
昼1

4

人
、
晩1

4

人 

所
感 
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千
差
万
別
如
何
な
る
当
番
と
云
ふ
名
前
の
付
い
た
任
に
当
れ
ば
、
大
小
拘
は
ら
ず
人
知
れ
ず
苦
労
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
此
れ
も
一
の
分
担
と
し
て
任
務
を
果
さ
ん
と
す
れ
ば
す
る
程
任
務

の
大
な
る
か
を
知
る
事
が
出
来
る
。
炊
事
場
の
総
て
の
使
物
等
を
整
頓
な
か
つ
た
な
ら
ば
一
目
通
し

た
だ
け
に
嫌
に
な
る
。
任
務
を
完
全
に
果
し
て
こ
そ
清
明
心
に
な
る
事
が
出
来
て
又
天
晴
で
あ
る
。

夕
食
こ
そ
諸
兄
等
に
満
足
を
与
へ
よ
う
と
し
た
。
鈴リ

ン

の
合
図
を
な
し
て
た
食
堂
に
は
某
君
の
姿
こ
そ

見
え
、
他
の
人
達
の
影
一
つ
も
見
え
な
い
。
ど
う
し
た
事
だ
ら
う
。
当
番
の
心
を
察
し
て
く
れ
、
自

発
的
に
作
業
し
お
互
い
時
間
を
守
り
、
自
治
的
寮
生
活
を
大
い
に
発
揚
し
、
他
寮
に
普
及
し
よ
う
で

は
な
い
か
。 

当
番 

渡
辺
力
、
布
施
権
三
郎 

 1
1

月2
7

日 

金
曜
日 

朝1
4

人
、
昼1

3

人
、
晩1

4
人 

所
感 

蚕
業
試
験
場
生
徒
自
治
講
習
所
見
学
。
渡
辺
力
君
の
友
人
三
名
。 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

布
施
権
三
郎
、
前
田
忠
四
郎 

 1
1

月2
8

日 

土
曜 

朝1
4

人
、
昼1

3

人
、
晩1

4

人 

来
客 

な
し 

当
番 

前
田
忠
四
郎
、
管
〔
菅
〕
運
五
郎 

 1
1

月2
9

日 

日
曜 

朝
十
四
人
、
昼
十
四
人
、
晩
十
四
人 

来
客 

無
し 

当
番 

菅
運
五
郎
、
斉
藤
登 

 1
1

月3
0

日 

月
曜
日 

人
数
な
し 

所
感 

無
し
、
山
田
與
之
助
氏
奥
様
見
学 

来
客 

な
し 

当
番 

朝
倉
忠
、
齊
籐
登 

 1
2

月1

日 

火
曜
日 

朝1
5

人
、
昼1

4

人
、
晩1

4

人 
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所
感 

大
久
保
の
牛
乳
屋
さ
ん
来
客
、
管
運
五
郎
君
、
渡
辺
力
君
帰
宅 

来
客 
高
谷
様
一
人 

当
番 

朝
倉
忠
一
、
斉
藤
寿
一 

 1
2

月2

日 

水
曜
日 
朝1

3

人
、
昼1

3

人
、
晩1

3

人 

所
感 

炊
事
場
は
何
時
見
て
も
心
地
良
き
様
□
に
常
□
□
、
炊
事
場
は
何
時
見
て
も
心
地
良
き
様
に
常
に
心

掛
け
べ
し
。 

食
後
奇
麗
に
食
堂
炊
事
場
を
片
付
け
整
頓
し
て
炊
事
夫
は
自
分
の
部
屋
に
入
る
べ
し
。
何
に
も
格
別

の
仕
事
な
き
分
担
ば
か
り
も
立
派
に
貫
徹
す
べ
し
。 

前
田
忠
四
郎
君
帰
り
。 

来
客 

高
谷
様 

当
番 

斉
藤
寿
一
、
布
施
権
一 

 1
2

月3

日 

木
曜
日 

朝1
2

人
、
昼1

1

人
、
晩1

2

人 

所
感 

位
ら
〔
い
く
ら
〕
留
守
隊
で
も
拘
る
不
良
な
る
記
事
は
書
く
べ
か
ら
ず
。
お
互
に
慎
み
た
い
と
思
ふ
。

吾
々
は
大
理
想
に
帰
一
す
、
寮
の
神
聖
に
の
つ
と
つ
て
総
て
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
い
く
ら
昼

食
の
パ
ン
で
も
随
意
に
食
べ
ゞ
き
も
の
で
せ
う
か
。
我
々
は
吾
々
と
し
て
の
立
場
あ
る
事
を
自
覚
す

べ
き
で
せ
う
。
元
気
の
良
い
の
は
最
も
意
気
有
る
青
年
と
し
て
、
又
講
習
所
の
生
徒
と
し
て
褒
む
る

に
価
す
る
が
、
遊
び
半
分
の
元
気
は
一
番
困
る
と
思
ふ
。
此
の
元
気
を
自
己
分
担
を
通
し
て
総
て
に

対
す
る
元
気
の
養
成
に
努
む
べ
き
と
信
じ
る
。
今
後
益
々
自
重
を
希
望
す
。 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

布
施
権
三
郎
、
斉
藤
寿 

 

〔
日
付
な
し
〕 

所
感 

長
谷
川
君
、
牛
乳
配
達
す
る
に
余
程
な
れ
た
様
で
す
。
官
舎
の
有
給
で
変
る
こ
と
□
□
□ 

 1
2

月1
5

日
〔
日
付
の
み
〕 
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〔2
頁
未
記
入
〕 

 1
2

月8

日 
火
曜
日 

朝1
3

人
、
昼1

3

人
、
晩1

4

人 

所
感 

須
藤
大
兄
来
る 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

斉
藤
登
、
朝
倉
忠 

 1
2

月9

日 

水
曜
日 

朝1
4

人
、
昼1

4
人
、
晩1

3

人 

所
感 

須
藤
大
兄
よ
り
玉
子
戴
き
飯
は
自
然
に
走
り
、
諸
大
兄
皆
黄
色
い
声
を
立
て
ゝ
元
気
★
盛
也
。
武
田

君
家
形
、
奥
山
君
、
遣
水
君
、
斉
藤
君
、
粃
運
び
に
行
く
（
砂
と
は
稲
の
砂
な
り
）
。
茂
木
君
手
伝
ヲ

受
賜
御
礼
申
上
候
。 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

布
施
権
三
郎
、
奥
山
貞
夫 

 1
2

月1
0

日 

木
曜
日 

朝1
3

人
、
昼1

0

人
、
晩1

1

人 

〔
所
感 

未
記
入
〕 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

布
施
、
長
谷
川
（
手
伝
）
、
菅 

 

十
二
月
十
一
日 

金
曜 

〔
朝
昼
晩
の
人
数
未
記
入
、
所
感
未
記
入
〕 

当
番 

菅
運
五
郎
、
朝
倉
忠
一 

 1
2

月1
2

日 

土
曜 

朝1
0

人
、
昼1

0

人
、
晩1

2

人 

所
感 

前
田
君
来
寮 

当
番 

朝
倉
忠
一
、
齊
籐 

 1
2

月1
3

日 

日
曜 

朝1
2

人
、
昼1

2

人
、
〔
晩
未
記
入
〕 

所
感 

活
動
見
に
行
、
留
守
の
諸
子
に
炊
事
を
行
つ
て
戴
き
、
誠
に
有
難
ふ
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
礼
申
上
ま
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す
。 

武
田
君
来
寮 

当
番 

斉
藤 

 1
2

月1
4

日 

月
曜
日 
朝1

3

人
、
昼1

3

人
、
晩1

3

人
〔
所
感
未
記
入
〕 

当
番 

斉
藤
登
、
菅
運
五
郎 

 1
2

月1
5

日 

火
曜
日 

朝1
3

人
、
昼1

3

人
、
晩1

7

人 

所
感 

斉
藤
好
七
君
大
兄
、
森
谷
君
大
兄
、
佐
藤
三
郎
大
兄
、
以
上
二
名
来
た
る
。
終
り 

当
番 

菅
運
五
郎
、
前
田
忠 

 1
2

月1
6

日 

水
曜 

朝1
7

人
、
昼1

5

人
、
晩2

0

人 

所
感 

午
前
十
一
時
奥
山
貞
夫
兄
帰
所
す
。
押
野
、
黒
沼
、
斉
藤
君
帰
寮
す
。 

来
客 

な
し 

当
番 

布
施
権
、
前
田
忠
四
郎 

 1
2

月1
8

日 

金
曜 

朝3
0

人
、
昼3

5

人
、
晩4

6

人 

所
感 

視
察
。
旅
行
隊
全
部
帰
形
、
残
留
隊
も
そ
ろ
い
て
食
事
に
合
ふ
。
明
日
か
ら
食
事
が
教
練
の
た
め
残

留
隊
諸
君
が
か
は
る
成
る
。 

来
客 

設
楽
大
兄
夜
食
を
食
ふ 

当
番 

黒
沼
四
郎
太
、
伊
藤
安
男
、
奥
山
貞
夫 


